






〔まとめ〕 

 今回の検討から 2 年以上,寛解の得られた喘息児では非寛解例にくらべ減感作施行率が

高く,気道過敏性の鈍化と IgEが低値である傾向が認められた。また喘息児の予後の指標と

して Ach 閾値を見た場合,Ach閾値自体では予後の指標とはなり得ず,Ach閾値亢進群,非亢

進群共に同じ程度の寛解が認められた。そして寛解に影響を与える可能性のある因子とし

ては性差,IgE 値の低値,加令,気道過敏性の鈍化であることが認められたが,これらの因子

が変化する機序については不明である。しかし今回の検討から臨床経過の悪い者に Ach 閾

値の亢進が認められたことは,発作を繰り返すこと自体が気道過敏性の亢進を来たし予後

を悪くする可能性も考えられる。今後この点について検討して行きたい。 


